平成２９年度鶴岡市国民健康保険運営協議会
第２回　 会　 議 　録
Ⅰ．日  　時　　　平成２９年１１月２０日（月）　 １３：００～１４：０６
Ⅱ．場  　所　　　鶴岡市役所　３階　委員会室
Ⅲ．出席状況
	
	
	出 　　席
	欠 　席

	委　員
	 被保険者代表
	小池　貢、菅原　勝、齋藤邦夫、榊原英樹、三浦英喜
	

	
	 保険医代表
	伊藤末志、福原晶子、長井忠男
	佐久間正幸、
迎田　健

	
	 公益代表
	菅井　巌、田中　宏（13：30退席）、
黒井浩之、本間信一、佐藤博幸
	

	
	 被用者保険代表
	
	鈴木　修

	
	計
	 　 　　　　　　　　　　　　１３名
	      ３名

	市　側
	　山口副市長
　齋藤健康福祉部長
　 関係課長等

本　所　伊藤国保年金課長、五十嵐課税課長、三浦納税課長、
五十嵐健康課長

　 　 藤島庁舎　伊原市民福祉課長
　　　羽黒庁舎　押井市民福祉課長
　　　櫛引庁舎　天然市民福祉課長

　　　朝日庁舎　佐藤市民福祉課長
　　　温海庁舎　佐藤市民福祉課長

国保年金課職員（岡部課長補佐、菅原主査、本間専門員、渡部主事）
　　　

　　　　　　　　　　　計１５名　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　 　　　　


Ⅳ．議事概要

　
１．開　　会　　　　　進行：国保年金課長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２．委嘱状交付　　　　副市長より各委員へ委嘱状交付
３．副市長あいさつ　　副市長
４．委員・職員紹介（欠席委員報告を含む）国保年金課長
５．会長及び会長職務代理者の選出

　　臨時議長に年長委員の本間信一委員を選び、公益委員の互選により選出することを決定。暫時休憩し、別室で公益委員により互選。再開後、国保年金課長が報告。臨時議長が委員に諮り、異議なく、会長に佐藤博幸委員、会長職務代理者に田中宏委員を決定。
６．会長及び会長職務代理者あいさつ

佐藤博幸会長、田中宏会長職務代理者
以下、佐藤博幸会長が進行
７．会議録署名委員の指名

　　　会長より小池　貢（被保険者代表）、長井忠男（保険医代表）の両委員を指名
８．報告

 (1) 国民健康保険運営協議会について

国保年金課長より説明

▼質問・意見

　　なし
(２) 国民健康保険の状況について

国保年金課長、朝日庁舎市民福祉課長より説明

▼質問・意見

　　なし

(３) 国民健康保険制度の改正等について
(４) 今後のスケジュールについて

　　一括説明　
国保年金課長、本間専門員より説明
▼質問・意見

菅井　巌委員（公益代表）
　　運営方針のポイントにある財政安定化基金の運用について、県への貸与とは、県が財源不足になったときに、市が貸出することになるのか。財源は何になるのか。
本間専門員
財政安定化基金については県が設置するもので、県に貸付する場合とは、県は県全体の保険給付費の推計をするが、仮に医療費が急増した場合に市町村に納付金の追加を求めることはできないため、県が県から一時借り入れをして、市町村へは翌々年度の納付金に加算されることになるものです。
菅井　巌委員（公益代表）
市の基金の取り扱いはどうなるのか。県へ貸出するのか知りたかった。
国保年金課長
市の基金については、９月補正をお願いしたが、来年度からは県が全額保険給付費を支給することになる。県から示される納付金については、乱高下して、市民の皆様の国保税で賄いきれない危険性があり、今までのように保険給付に備える基金ではなく、納付金に備える基金という形で残す必要がある。
菅井　巌委員（公益代表）
９月の県の国保運営協議会では、約２万円の引下げができると試算されたが、どのようになるのか。納付金が万一足りないとなった場合には、基金で対応できるのか。
国保年金課長
９月に公表された試算については、仮に今年度導入した場合にはどうなるかというものであり、来年度の試算とは一致しない。公費拡充の効果があり減額になると想定している。確定係数による納付金額の確定は、来年1月になるので、それを待って、市の保険料率を検討することになる。方向性としては減額になると考えている。
本間信一委員（公益代表）
県と一本化になった場合、後期高齢者医療制度では相当の基金があり、市町村に負担をかけない形で、基金を取り崩し、また別段で積み立てしていたが、国保が一本化する場合、相当の基金が必要と考える。市は基金を減額していくとのことであったが、健全財政を考えるとどうか。
国保年金課長

ご指摘のとおり、医療費の動向によって納付金が不足することも想定される。納付金を平準化するためには基金の運用は必要と想定している。
本間信一委員（公益代表）
　　国保は人口減少により減少していくとは思うが、医療費の増加も考えられる。基金の増設も必要と考える。
国保年金課長

　　県が財政運営の主体となり、市は納付金について、例えば、収納率が極端に下がって国保税で賄うことができなくなった場合には、基金を取り崩す必要が出てくる。数年前には、高額な調剤により医療給付費が急激に伸びて基金を取り崩し対応したが、来年度からはあくまでも納付金の納付についての基金対応と考える。
本間信一委員（公益代表）
　　県一本化の場合、鶴岡市がいくら健全であっても県全体が健全でなければ仕方がないわけで、安定的な基金の積み立てや増額等を県に提言してほしい。
国保年金課長
　　これからも県の調整会議があるので、伝えていく。

その他なし
９．その他
齋藤邦夫委員
　第1回国保運営協議会で、後期高齢者医療保険料・国保税の軽減判定誤りについて、過大評価による還付対象者には利息をつけて返戻する、過小賦課による追徴対象者には追徴利息をつけず被保険者の条件を考慮するよう意見をのべたが、返戻及び追徴の現状についてお聞きしたい。
納税課長
　国保税の軽減判定誤りにつきましては、新聞報道や市のホームページによりご存知かと思いますが、青色申告の専従者控除に係る繰越損失について、当年度の申告書だけでは計算できず、過去のデータをシステム以外で持っていないとできないことが解りまして、全国的に検証をしたところです。１００名を超す方々に影響がありまして、大変申し訳なく思っております。7月中旬に説明を申し上げ、還付の方々には還付加算金をつけて８月２日に口座へ振り込み、追徴の１０名ほどの方々には、さかのぼっての延滞金はございませんが、金額の多い方もあり、分納等個別に対応させていただいております。計画どおり納付をお願いできれば、減免等で対応することにしております。
国保年金課長
　後期高齢者医療につきましては、追徴２７世帯、還付１７世帯で、還付につきましては、５月に振込させていただております。追徴につきましては、１世帯のみご理解いただけない世帯がございますが、粘り強くお願いしていくこととしております。
その他なし
６．その他

    なし
７．閉　　会
 議　　　　　長　　
会議録署名委員　　
会議録署名委員　　
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